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令和8年度 理事会・社員総会開催令和8年度 理事会・社員総会開催令和8年度 理事会・社員総会開催
　去る5月27日（水）午後6時30分から飯田市勤労者福祉センターにおいて、法人理事会・社員総会が開
催されました。
　令和7年度事業報告、決算報告並びに令和8年度事業計画、予算案について提案がなされ、それぞれ
審議の結果、承認・決定がなされました。
　また、新理事として、北澤貴幸氏、松井悦子氏が就任されました。役員については下記のとおりです。
なお、今回退任されました池内弘江氏、竹重伸顕氏、小林康明氏には当法人の運営にご尽力賜りました
こと、心より感謝申し上げます。

理 事 長　市 瀬　晴 康	 副理事長　三 石　住 枝	 副理事長　松 澤　陽 子

理　　事　隣 谷　正 範 	 理　　事　佐々木 友 紀	 理　　事　今 村　忠 弘

理　　事　北 澤　貴 幸	 理　　事　松 井　悦 子

監　　事　牧 内　克 博	 監　　事　高 本　隆 光

　平素より当支援センターの運営にご理解、ご協力を賜り心より御礼申し上げます。
　先月、理事会・社員総会が開かれました。現状と課題の一つとして、センターの扱う基本相談に
は、発達障害などにおけるグレーゾーン、経済的困窮や家族の介護など複数の課題が絡んだ内容が
増えていることです。
　そのため、これからも障がい児者の相談支援に係る関係機関との連絡調整をより充実し、地域自
立支援協議会の部会などをとおして従事する職員のスキルアップを図っていく必要があると思いま
す。
　また、相談支援の中核的な役割を担う基幹相談支援センターの設置につきましては、今まで地域
自立支援協議会調整会議等で検討されてきました。
　当圏域の現状をみると、飯田市の「こども発達センターひまわり」では在宅障がい児の相談件数
が増えていて、これからはこどもから大人までの切れ目ない相談対応が求められていることから、
飯田市のご指導、ご協力を仰ぎながら基幹センターの設置に向けて調整を行うことにしています。
　これからも障がいのある方もない方も共に支え合って豊かに暮らすことができるようこの地域で
必要とされる基幹相談支援センターを築いていくつもりですので、引き続き関係機関等の皆様のご
支援、ご協力をお願い申し上げます。

共に支え合う環境をめざして共に支え合う環境をめざして
理事長　理事長　市　瀬　晴　康市　瀬　晴　康

役員（敬称略）
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障害福祉サービス
支給決定＊3

就労選択支援の
支給決定

本人と協同して作成したアセスメント結果を支給決定等において勘案

就労選択支援 就労系障害福祉サービス利用

障害福祉サービス利用

その他

一般就労に向けた支援の利用

就労継続支援
Ｂ型事業所

就労継続支援
Ａ型事業所

就労移行支援
事業所

本人と協同

本人への情報提供等
（随時）

・自立訓練（生活訓練）
・生活介護　　等

・地域活動支援センター
・教育機関
・医療機関　等

・ハローワーク＊4

・障害者就業・生活支援センター
・地域障害者職業センター
・障害者職業訓練　等＊2　就労選択支援事業所が主体と

なって、市区町村、計画相談支援事業
所、ハローワーク、障害者就業・生活支
援センター、地域障害者職業セン
ター、医療機関、教育機関等のうち必
要な機関を参集して実施

＊3　就労選択支援のアセス
メント結果だけではなく、当
初の支給決定プロセスにお
いて既に把握している情報
を活用できるようにする。

＊4　アセスメント結果を踏まえて職業
指導等を実施

＊1　サービス等利用計画
案の提出依頼、サービスの
利用意向聴取等のプロセ
スを含む。

各プロセスの実施主体 市区町村
＊支給決定を担う

計画相談支援事業所
＊利用者のためのケアマネジメント全体を担う

就労選択支援事業所
＊アセスメント結果および地域の企業等に関する
　情報提供を通じて、本人の選択を支援する役割を担う

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法の一部を改正する法律(平成28
年法律第65号。以下 ｢障害者総合支援法｣ という。)により、就労選択支援が創設され、新たな障害福祉サービ
スとして令和7年10月から実施されることになりました。就労選択支援では、本人が就労能力や適性を客観的
に評価するとともに、本人の強みや課題を明らかにし、就労に当たって必要な支援や配慮を整理します。具体的
には就労アセスメントの方法を活用し、本人と協同の上、本人への情報提供等、作業場面等を活用した状況把握、
多機関連携によるケース会議、アセスメント結果の作成を実施します。そして、その結果を本人にフィードバッ
クして、本人と一緒に将来の働き方などを考え、必要に応じて事業者等との連絡調整を実施するものです。
　就労選択支援の目的は、働く力と希望のある障がい者に対して、本人が自分の働き方について考えることをサ
ポートすることにあります。また、就労継続支援を利用しながら就労に関する知識や能力が向上した障がい者に
は、本人の希望も重視しながら、就労移行支援の利用や一般就労等への選択の機会を適切に提供することも行い
ます。

①本人の強みや課題、特徴を本人と協同して整理し、自己理解を促すこと
②その過程や結果を通じて、本人が進路を選び、決めていくことを支援します。

　就労選択支援は、本人が就労先・働き方についてより良い選択ができるよう、就労アセスメ
ントの手法を活用して、本人の希望、就労能力や適性等に合った選択を支援するサービスです。

本人との協同による意思決定を支援するサービスであり、就労の可否を判断したり、どの就労系障害福祉サービ
スを利用するかの振り分けを行うものではありません。

　地域自立支援協議会で就労選択支援についての研修会を行います

日時 8月31日（月）　13：30～　　場所 飯田市勤労者福祉センター　3階　第3研修室

就労選択支援とは



事業所紹介コーナー

つどいの場　ひなたばた
　所 在 地　　下伊那郡阿智村駒場703-1　　　Ｔ Ｅ Ｌ　　0265-43-5711
　営 業 日　　火・水・木　（地域活動支援センター）
　　　　　　　毎日　9時～16時　どなたでも利用できます（有料）
　　　　　　　毎月第三土曜日　こども食堂
　　　　　　　詳細はお問合せ下さい。

　「つどいの場　ひなたばた」は、地域活動支援事業とひ
きこもり支援事業を通して、誰もが安心して過ごせる居場
所作りを行っています。
　日々の生活の中で、人との関わりに不安を感じたり、外
へ出ることが難しかったりする方が、無理なく自分のペー
スで過ごせる場所を目指しています。ここでは年齢や経験に関わらず、利用される方一人ひとりの思い
や気持ちを大切にしながら、交流や相談、創作活動、日中の居場所作りなどの支援を行っています。
　「何かを始めてみたい」「誰かと話してみたい」「まずは安心できる場所に行ってみたい」…そんな小さ
な一歩を応援します。
　私たちは利用される方が、地域の中で自分らしく生活できるよう、ご本人の希望に寄り添いながら、
必要な支援やつながりを一緒に考えていきます。
　地域の皆様とのつながりを大切にし、いつでも立ち寄れるあたたかな場所として、これからも活動し
ていきます。

一般社団法人ソーシャルデザインプロジェクト丘のりんご 
ＷＯＲＫ Lab.南信州（就労継続支援B型）
　所 在 地　　飯田市松尾町2丁目27番地　　　Ｔ Ｅ Ｌ　　0265-24-7665（法人本部事務局）
　営 業 日　　火・水・木・金・土（サービス提供時間：午前9:00～午後4:00）
　　　　　　　※月曜日と祝日は、イベント参加等により営業の場合あり

　令和7年11月に開設した就労継続支援B型 WORK Lab.南信州（わーくらぼみなみしんしゅう）です。
法人の理念でもある「障がいのある人もない人もともに支え合いながら暮らせる地域」を目指して事業
所を運営しています。
　現在実施している訓練作業の内容は、山林の間伐材などを活用した生活雑貨等の製造業務の請負や、
国産アロマオイルをはじめとした自主製品の製造販売、コミュニティカフェ並木テラスでのカフェ業務
（厨房補助、ドリンクづくり、接客業務等）が主なものとなります。
　一般就労等へのステップアップを目指したい方から、社会参加を目的とした日中活動の場として利用
したい方まで、ご利用者様の目的に合わせた細やかな支援を心がけています。
　見学してみたい、もう少し
詳しく話を聞いてみたいな
ど、ご興味がある方はぜひ法
人本部（0265-24-7665）ま
でお気軽にお問い合わせ下さ
い。職員一同、お電話をお待
ちしております。



新任職員新任職員
紹介紹介 　4月より身体に障がいがある方の担当と

なりました。丁寧な対応を心掛け、ご本人
にとっていい支援につなげていけたらと
思っております。至らぬ点も多々あるかと
思いますが、精一杯努めてまいりますので、
よろしくお願いいたします。

　これまでは児童年代の方々と過ごしてき
ましたが、「子ども」といわれる期間の三
倍以上期間のある大人の方々の毎日に寄り
添っていけるように、先輩方に教えていた
だきながら日々の支援につなげていきたい
と思います。よろしくお願いいたします。

河 尻 理恵子（相談員） 中 山 絵 里（相談員）

【令和７年度　事業報告・決算】
１　事業報告
〇法人の運営及びセンターの運営
　　▪会議の開催　　▪各種会議への出席　　▪センター主催及び共催事業等の開催　ほか
〇障がい者相談全般に関する連絡調整
　　▪各関係機関との連絡調整及び連携強化　　▪市町村との連携強化
　　▪自立支援協議会事務局
　　▪相談支援従事者養成研修への協力・実習実施　ほか　　
〇身体障がい者・難病患者・知的障がい者・発達障がい者・精神障がい者相談支援事業
　　▪障がいに関する様 な々相談　　▪福祉サービスの情報提供・相談　　▪専門機関との連携　
　　▪相談支援従事者養成研修への協力・実習実施　ほか　　▪計画相談　ほか
〇地域生活支援拠点整備事業
　　▪相談　　▪緊急時の受入れ・対応　　▪体験の機会・場の確保　　▪専門性の確保
　　▪地域の体制整備（事前登録制の台帳作成及び更新（管理）業務・拠点の機能を担う事業所へ協力依頼）
〇就業・生活支援センター事業
　　▪就業支援　　▪企業・関係機関との連携　　▪研修会等の開催　　▪就業に係る生活支援　　ほか
〇長野県発達障がいサポートマネージャー事業
　　▪関係機関との連携　　▪学校訪問−個別ケース相談と支援体制作り　　ほか

基本相談 就業・生活支援センター事業
相談者数 相談件数 相 談 者 数 ２２７名

身体・難病 １２６名 ２３４４件 相 談 件 数 ４２２２件
知的・発達 １９２名 ３７２５件 就 職 者 ４６名
精　　　神 １３７名 ２５３０件 職場実習件数 ４３件

地域生活支援拠点整備事業 長野県発達障がいサポート・マネージャー事業
台帳登録対象者 １名 相 談 件 数 １９７件

このままだといずれ対象者 １６名 計画相談
相 談 件 数 １７２件 新 規 件 数 １０５件

モニタリング件数 １２７件

２　決算報告
　・経常収益　54,873,976円　　　経常費用　54,250,571円


